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　※「貨物船」は、貨物船・油送船・ＬＰＧ船・コンテナ船・旅客船を指し、「その他」は、官庁船・曳船・はしけ・起重機船・ガッ
　　ト船その他の船舶を指す。　
　

　船員災害については、昭和４３年度を初年度とする第１次船員災害防止基本計画（以下「基本計画」とい

う。）以降、船舶所有者、船員及び行政機関等関係者のたゆまぬ努力により、発生人数、発生率ともに大

幅に減少しているものの、近年はその減少割合が鈍化傾向にある。

　令和元年度の船員災害発生率（職務上死亡及び職務上災害（休業３日以上）の年間百分率（※））を前

年度と比較すると、死傷災害は前年度の０．８８パーセントから０．８３パーセントに減少した。これは、特に

漁船及びその他船舶（作業船等）の発生人数が前年度の３１６人から２８６人、１０５人から９１人にそれぞれ

減少したことによる。また、疾病は、漁船では減少したものの、貨物船等が増加したことで横ばいとなって

いる。なお、全体では１．６６パーセントとなり、前年度の１．７１パーセントから減少した。

（※）各年度の船員法適用船員数（乗組員数）に占める災害件数を百分率で示したもの

 
　　　　（　）内は発生人数、［　］内は前年度実績　

－1－

　　また、船員災害発生率は、陸上労働者の災害発生率（歴年）と比較した場合、職務上災害

（休業４日以上）、職務上死亡ともに、全体で見ると依然として高いものとなっている。

　　船員災害により船員が休職・離職することは海運業及び漁業にとって人的資源の損失であり、また、船

員災害の高い発生率は、若年者が安心して船員という職業を選択できない要因となるものである。

　近年の少子高齢化に伴う船員不足や高年齢船員の増加に対応し、船員の確保・育成を進め、海運業や

漁業の持続的発展を目指すため、平成３０年度を初年度とする第１１次船員災害防止基本計画では、第１

０次船員災害防止基本計画の主要な対策を引き続き継続するとともに、労働時間、労働負荷の軽減によ

る安全で魅力ある職場づくりやパワーハラスメントの防止とメンタルヘルスの確保対策に取り組む。

　以上を踏まえ、船舶所有者、船員及び国や荷主等の関係者がそれぞれの役割分担の下、一体となって

船員災害防止対策を積極的に推進するため、船員災害防止活動の促進に関する法律（昭和４２年法律

第６１号）に基づき、「令和３年度船員災害防止実施計画」を定める。



　　第１１次基本計画期間（平成３０年度～令和４年度）の死傷災害及び疾病の年平均発生率を、第１０

次基本計画期間（平成２５年度～平成２９年度）の年平均発生率と比較し、下記のとおり減少させる。　

Ⅰ　船員災害の減少目標

○死傷災害の減少目標

貨物船等　：　１４％減

漁　　　船　：　１１％減　

全　　　体　：　１６％減

○疾病の減少目標

貨物船等　：　１４％減

漁　　　船　：　１１％減

全　　　体　：　１３％減

○死傷災害の死亡及び行方不明者数について、２割減少させる。

第１１次基本計画の減少目標

※第11次基本計画の主要な対策
　　１．労働時間、労働負荷の軽減　
　　２．作業時を中心とした死傷災害防止対策
　　３．海中転落・海難による死亡災害防止対策
　　４．漁船における死傷災害対策
　　５．年齢構成を踏まえた死傷災害及び疾病防止対策
　　６．生活習慣病等の疾病防止対策
　　７．パワーハラスメントの防止とメンタルヘルスの確保
　　

　基本計画で定めた船員災害の減少目標を達成するため、基本計画期間中に毎年度同程度減少を
目指すこととし、第１１次基本計画の初年度に当たる平成30年度及び令和元年度の各実績が目標値
を一部上回っていたことを踏まえ、基本計画５カ年平均における減少目標を最終的に達成できるよう、
船員災害の減少目標を死傷災害及び疾病に区分して、次のとおりとする。

１．死傷災害

　死亡及び行方不明者数について、第１０次基本計画期間と比べ２割減少させる。

○減少率の目標

　死傷災害発生率の減少目標は、船種別に次のとおりとする。

２．疾　　　病

○減少率の目標

　疾病発生率の減少目標は、船種別に次のとおりとする。

　※目標の数値は、５年間の平均発生率を達成するために
　必要となる、令和元年度実績からの減少率

－２－

　※目標の数値は、５年間の平均発生率を達成するために
　必要となる、令和元年度実績からの減少率

  貨物船等　：　　２％　減

　漁　　　船　：　　７％　減

　全　　　体　：　　５％　減

  貨物船等　：　　９％　減

　漁　　　船　：　　４％　減

　全　　　体　：　　７％　減



船員災害発生状況等

－３－

　上記表及びグラフで示すとおり、第１１次基本計画期間の船員災害の減少目標については、初年度であ

る平成３０年度及び令和元年度はいずれも目標より高い発生率となっているが、前ページにある減少目標

が今後いずれも達成できたものとした場合、目標値を達成することとなる。

　このため、令和３年度については、これまでの主要な対策をより一層推進するとともに、第１１次基本計画

で位置づけられたパワーハラスメントの防止とメンタルヘルスの確保について、重点的に取り組むこととする。

　また、船員災害による死亡・行方不明の発生件数を、第１０次基本計画期間の年平均値と比較して２割

減少させる目標（平均30.2人→24.2人）については、令和元年度実績が２３人となっており、初年度に引き

続き目標を下回っている。死亡・行方不明者を伴う事故については、継続的に死亡率の高い海中転落事

故の原因の分析を行い、引き続き再発防止策の実施に取り組むこととする。

第１１次基本計画の船員災害減少目標及び達成状況予測

※平成３０年度及び令和元年度の実績をもとに、令和２年度以降は死傷災害全体で５％減、疾病全体で７％
減した場合の発生率の予測を示したものである。

目標値 0.81％（H30～R4年度平均）

基本計画
目標値0.81

目標値 0.76％（H30～R4年度平均）

基本計画
目標値0.76

減少目標 年平均 減少目標 H30実績 増減（率） 減少目標 R1実績 増減（率）
0.63% 0.62%
266人 265人

/42247人 /42714人

1.34% 1.23%
316人 286人

/23622人 /23315人

0.88% 0.83%
582人 551人

/65869人 /66029人

21人 23人
/65869人 /66029人

0.83% 0.85%
352人 365人

/42247人 /42714人

0.82% 0.78%
194人 181人

/23622人 /23315人

0.83% 0.83%
546人 546人

/65869人 /66029人

0.76%

死傷災害

疾病

合計 13％減

0.76%

漁船 11％減 0.77%

貨物船等 14％減

0.81%

24.2人死亡等人数 20％減

合計 16％減

貨物船等 14％減

漁船 11％減

基本計画目標

5年で20％減

3％減

4％減

3％減

2％減

9％増

2％増

-

第１１次
H31(R1)

2％減

3％減

4％減

2％減

8％減

6％減

0.62%

1.18%

4％増

1％減

2％増

R2

2％減

7％減

5％減

5年で20％減

6％減

4％減

6％減

2％増

5％減

増減無し

-



※「貨物船」は、貨物船・油送船・ＬＰＧ船・コンテナ船・旅客船を指し、「その他」は、官庁船・曳船・はしけ・起重機船・ガット船その他

　　の船舶を指す。

－４－

死傷災害発生率の推移

疾病発生率の推移



死傷災害・疾病発生率の推移（平成２２年度～令和元年度）

－５－



Ⅱ　船員災害防止に関し重点を置くべき災害の種類

１．作業時における死傷災害

令和元年度における船員の死傷災害をみると、昨年度から件数は減少しているが、

　①　死傷災害を種類別にみると、転倒が２１％（１１７人）、はさまれが１６％（９０人）、転落・墜落が　

　　１５％（８２人）で、全体の約５３％（２８９人）を占めている。

　②　作業別死傷災害は、貨物船等では、整備・管理作業時が３２％（８５人）、出入港時作業時が２

　　５％（６７人）、荷役作業時が１５％（３９人）となっている。一方、漁船では、漁船特有の作業にお

　　ける災害が約６５％(漁ろう作業時（１４２人）、漁具漁網取扱作業時（２３人）、漁獲物取扱作業時

　　（２２人））となっている。

死傷災害の種類別発生状況

作業別死傷災害発生状況

－６－

551人

※H30年度582人

※H30年度266人

※H30年度316人

286人

265人

貨物船 漁　船 そ　の　他
人数 人数 人数 人数 割合

転倒 36 61 20 117 21%

はさまれ 32 43 15 90 16%

転落・墜落 35 28 19 82 15%

飛来・落下 8 48 13 69 13%

動作の反動無理な動作 30 20 13 63 11%

まき込まれ 4 31 2 37 7%

激突 5 15 2 22 4%

激突され 2 5 3 10 2%

海中転落 2 4 0 6 1%

その他 20 31 4 55 10%
合計 174 286 91 551 100%

合　　　　計
















































